






公海上の
混獲に挑む
いずれの国の支配も及ばない国際水域である公海において、海鳥が直面してい
る脅威に取り組むには、連携が必要不可欠です。グローバルなパートナーシッ
プであるバードライフは、類を見ないほどの膨大な量のデータへのアクセス可
能です。また、国際的な政府や NGO と協力し、海鳥と公海の海洋環境のため
にボジティブな変化を促すことができる特殊な立場にあります。

地域漁業管理組織(RFMOS) 
5つのRFMOsが世界中の公海におけるマグロ漁業を管理しています。これらの影
響力が大きい組織の管轄海域は、世界のアホウドリ類の分布の80％と重なってい
ます。そのためRFMOsは、この象徴的な海の渡り鳥を混獲の脅威から守るために
不可欠な存在となっています。

世界規模での海鳥保全のために、5つのRFMOs全てで混獲回避措置が採用さ
れ、当プログラムもその過程で貢献しました。

その後も私たちはRFMOsと連携して、アルバトロス・タスクフォース（ATF）の成功
を再現するべく、海鳥の混獲回避策の開発、実施、モニタリングを行っています。

海鳥に優しい
水産物

小売業者との協働 
持続可能な方法で調達された製品や、環境負荷の低減に対する社会の要求が
高まる中、小売業者はその期待に応える方法を模索し続けています。こうした取
り組みを支援するため、私たちは他のNGOや小売業者、水産物の卸売業者と
密接に連携し、サプライチェーンを通じて漁業管理の改善を推進しています。

この取り組みにより、海外で有名な小売業者は、海鳥の混獲リスクが高く、対策
が確立されていない漁法で捕獲された魚の調達を、可能な限り回避する方針
を発表しました。

日本は世界最大の水産物消費国および生産国の1つであり、世界の水産物市
場において重要な役割を担っています。当プログラムは日本のサプライチェーン
と協力し、漁業が環境に与える影響に対する認識を高めてもらい、小売業者や
水産会社などの調達方針に混獲削減が含まれるように働きかけています。

持続可能な漁業の実現には、水産物を扱うサプライチェーンの
あらゆる関係者が協力し合うことが必要です。
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世界の
海洋政策への
働きかけ
海洋性の多くの生態系では、修復不可能なほどの劣化が急速に進んでいます。国連は「持続可
能な開発のための国連海洋科学の10年」（2021-2030年）を宣言し、機能性も回復力も高い持
続可能な海洋を支える科学的知識とパートナーシップの形成を通じて、人類と海洋の関係に変
化をもたらすことを目的としています。

当プログラムでは海鳥保全のため、国際的な政策関連から、国単位での生息地保全、個々の生
息地レベルの海洋空間計画に関する働きかけまで、幅広い活動を行っています。

国際レベルでは、生物多様性条約（CBD）や移動性野生動物種の保全に関する条約（CMS）な
どすべての多国間環境協定において、海鳥とIBAが政策目標の一部として考慮されるよう取り組
んでいます。

地域単位では、オスロ・パリ条約（北東大西洋）、ナイロビ条約（西インド洋）、アビジャン条約（南東
大西洋）など、さまざまな地域海洋プログラムと連携しています。

欧州連合（EU）では、IBAの詳細一覧が特別保護区（SPA）の指定に役立ち、SPAは特別保全区
（SAC）とともに、ヨーロッパの最も重要な生息地と種に法的保護を与える「ナチュラ2000」ネット
ワークを形成しています。
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アホウドリ類とミズナギドリ類の保全に関する協定
(ACAP)
国際活動と共同管理を通してアホウドリ類とミズミナギドリ類を守る、多国間協定で
あるACAPで、バードライフは積極的な役割を担っています。当プログラムは、アホ
ウドリ類とミズミナギドリ類の保全状況と、漁業による混獲回避策の新たな研究の、　
両方についての重要なデータを提供しています。

ACAPとの協力により、漁船団全体に海鳥混獲回避の最善策が浸透するよう支援し、漁
業者向けの「対策ファクトシート（概説）」を多言語で作成しました。



バードライフ・インターナショナル海洋プログラムは、海
鳥が直面する深刻な脅威の改善に取り組んでいます
が、私たちだけでできることではありません。

皆さんにどのようにご協力いただけるかや、海洋プログ
ラムの活動に関するお問い合わせはこちら：

一般社団法人 バードライフ・インターナショナル東京

〒 103-0014　東京都中央区日本橋蛎殻町 1-13-1

ユニゾ蛎殻町北島ビル 1 階

電話：03-6206-2941

E メール：tokyo.office@birdlife.org

@BirdLifeMarine
@BirdLife.International

WWW.BIRDLIFE.ORG/MARINE

© Dimas Gianucaデザイン： www.dougdawson.co.uk


